
議題(1)(2)資料_第3次飯塚市環境基本計画に基づく事務事業一覧
                      令和4年度実施状況及び令和4年度年次報告書について

指標名称【単位】
令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

174 174 121

令和3年度実績値 令和4年度実績値

137.57 130.12

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

400 460 313

令和3年度実績値 令和4年度実績値

406 453

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 縮小

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

24.1 24.1 12.9

令和3年度実績値 令和4年度実績値

16.1 0.3

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

4 4 1

令和3年度実績値 令和4年度実績値

3 1

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 拡充 拡充

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

1.2 1.8 2.4

令和3年度実績値 令和4年度実績値

0.1775 2.396

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

45 300 336

令和3年度実績値 令和4年度実績値

29 103

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

4 4 4

令和3年度実績値 令和4年度実績値

5.76 3.11

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 維持 維持

基本目標施策方針 取組の方向性
事務事業

No.
（報告用）

事務事業名
（報告用）

担当課 事務事業内容
指標

令和4年度成果（令和5年3月末時点） 令和4年度課題（令和5年3月末時点） 自己評価
目標値及び実績値

基
本
目
標
Ⅰ
　
豊
か
な
自
然
と
人
が
共
生
す
る
環
境
を
つ
く
る

森
林
や
水
源
の
保
全

適正な森林整備によ
る水源涵養機能、二
酸化炭素吸収機能の
維持・向上

1 1 1

1 1 1

里山の保全

3ヵ年実施計画

- 1 荒廃森林の整備 農林振興課

平成30年度から令和9年度までの10ヵ年で公益的機能が発
揮できなくなる恐れのある人工林で間伐等を実施し、公
益的機能を長期的に発揮できる森林を目指すために福岡
県森林環境税基金からの交付金（交付率10/10）を活用し
実施するもの。

荒廃森林整備面積（単年
度）
【ha】

荒廃森林特定調査面積
【ha】

昨年度持ち越しとなった個所を中心に整備を実施できた。
コロナの影響もあり、委託業者が説明会を開催できる回数が減り、
事業について所有者の理解および同意を得にくくなっている。

4  50%以上達成

次年度以降の改善策

早期発注を行い調査・整備期間を確保する。要整備森林について確実に所有者の同意を得られるように委託業者と連携して所有者への
事業説明を行う。

3ヵ年実施計画

- 2
森林・山村多面的機
能発揮対策交付金の
交付

農林振興課
森林の有する多面的機能を発揮するため、地域住民等に
よる里山林保全・竹林整備及び森林資源利用・森林機能
強化等の共同活動への支援のため交付金を交付する。

保全された森林面積
【ha】

活動組織
【組織】

交付金を必要としている団体に対して適切な交付を行っている。
既存の団体については3年間の補助期間が経過するため、新規団体
の設立がなければ次年度は交付対象組織が不存在となる。

3  50%未満達成

次年度以降の改善策

新規団体の設立支援。

1 1 2 - 1
竹粉砕機の貸出によ
る放置竹林伐採の促
進

農林振興課

従来の施策では対応が追い付かないために里山の荒廃や
放置竹林面積の増加等といった地域課題がある。その解
決のために森林整備基金を活用し、竹粉砕機を導入し、
市民団体や市民の方々へ貸し出し、活動支援を行うこと
で里山林保全や竹林整備につなげようとするもの。

竹林伐採面積
【ha】

今年度で4台の竹粉砕機を貸出用に本庁、筑穂・庄内・頴田の各支
所に配置することができた。

納期の問題および操作説明会受講必須などの条件から、今年度導入
した2台については1月からの稼働となり、想定していたほどの貸し
出しを行えなかった。

3  50%未満達成竹粉砕機貸出日数
【日】

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

広報誌による制度周知。操作説明会の機会を増やす。

今後、生活環境保全林としての機能を適切に発揮できるように計画
に基づいて整備を進める必要がある。

計画に基づいた整備を行う。

保安林の整備による
自然災害の防災・減
災

1 1 3 - 1 市有保安林の整備 農林振興課
市有保安林が水源涵養、災害防止等の指定されている目
的を果たしていけるように適切な維持管理を行う。

生活環境保全林管理
【ha】

生活環境保全林内の整備が必要な遊歩道を把握した。

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

4  50%以上達成
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議題(1)(2)資料_第3次飯塚市環境基本計画に基づく事務事業一覧
                      令和4年度実施状況及び令和4年度年次報告書について

指標名称【単位】
基本目標施策方針 取組の方向性

事務事業
No.

（報告用）

事務事業名
（報告用）

担当課 事務事業内容
指標

令和4年度成果（令和5年3月末時点） 令和4年度課題（令和5年3月末時点） 自己評価
目標値及び実績値

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

- 1 1

令和3年度実績値 令和4年度実績値

- 1

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

300 300 290

令和3年度実績値 令和4年度実績値

159 211

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

- 1 1

令和3年度実績値 令和4年度実績値

- 1

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

300 300 290

令和3年度実績値 令和4年度実績値

159 211

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

22 22 22

令和3年度実績値 令和4年度実績値

8 20

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

300 300 290

令和3年度実績値 令和4年度実績値

159 211

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

3 3 3

令和3年度実績値 令和4年度実績値

2 2

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

60 60 60

令和3年度実績値 令和4年度実績値

25 26

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

基
本
目
標
Ⅰ
　
豊
か
な
自
然
と
人
が
共
生
す
る
環
境
を
つ
く
る

生
物
多
様
性
の
保
全

希少動植物・在来種
の保護・保全

1 2 1

自然とふれあえる場
の創出・確保

1 2 3

- 1
希少動植物・在来種
に関する情報発信

環境整備課

市報等の媒体により、保護・保全すべき希少動植物、在
来種の情報発信を行う。
また、自然体験プログラムを開催し、参加者の動植物を
保全する意識の醸成を図る。

市報（環境コラム）にお
ける外来生物に関する情
報発信
【回】

市報における希少動植物についての情報発信は行えなかったが、市
報8月号において、特定外来生物：ツマアカスズメバチについての
注意喚起を行った際に、生態系の保全を心がけるよう呼びかけた。
自然体験プログラムを20回開催しており、延べ211名の参加者に対
して、生態系保全に関する啓発を行った。

市報掲載料は2か月に1回、1/2頁分の予算計上であり、発信する情
報の選別が要される。

4  50%以上達成

次年度以降の改善策

自然体験プログラム参加
者数【人】

3ヵ年実施計画

市報掲載等による情報発信

外来生物の拡大防止 1 2 2 - 1
外来生物に関する情
報発信

環境整備課

市報、市ホームページ等の媒体の活用により、外来生物
に関する情報発信を行い、外来生物を発見した際の適切
な対応の周知に努め、拡大の防止を図る。
また、自然体験プログラムを開催し、参加者の生態系に
関する知識や保全意識の醸成を図る。

市報（環境コラム）にお
ける外来生物に関する情
報発信
【回】

市報8月号において、特定外来生物：ツマアカスズメバチについて
の注意喚起を行ったほか、ヒアリ、オオキンケイギク、セアカゴケ
グモについて、市ホームページでの情報提供を行った。
また、自然体験プログラムを20回開催し、延べ211名の参加者に対
し、生態系保全に関する啓発を行った。

特定外来生物の発見報告を受けた際の、現地確認・同定作業の人件
費負担が過大。本年度は4件のツマアカスズメバチ発見の通報を受
けたが、同定作業の結果、いずれも他種のスズメバチだった。

特定外来生物発見時の報告様式を作成し、同定作業に係る人件費負担を抑制する。

自然体験プログラム参加
者数【人】

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

4  50%以上達成

- 1 自然観察会の開催 環境整備課
主に小学生とその親世代を対象とした自然体験プログラ
ム「いいねん！」を開催し、広く市民に自然と触れ合う
機会の提供を行う。

自然体験プログラム開催
数
【回】

自然体験プログラム「いいねん！」を20回開催し、211名の市民が
参加した。
従前では、小学生及びその親世代を対象としていたが、昨年度より
未就学児及びその親世代を対象とした自然体験プログラム「おさん
ぽ・いいねん！」を開催し、幼少期から自然と触れ合う機会の提供
を行っている。

自然体験プログラムにおいて現地指導（昆虫の捕獲、動植物の解説
等）を行う講師は、開催前の現地確認、観察会ルートの設定、当日
資料の作成など、当日の現地指導以外の事前準備に多くの時間を費
やしており、講師謝礼金1万円/回に対し、負担が過大となってい
る。 4  50%以上達成

次年度以降の改善策

自然体験プログラム参加
者数【人】

3ヵ年実施計画

・講師謝礼金単価の引き上げの検討
・イベント周知の強化

自然とふれあえる場
の創出・確保

1 2 3 - 2
水生生物観察会等に
よる自然と触れ合う
機会提供

環境整備課
エコ工房において、水生生物観察会やバードウォッチン
グ等を開催し、参加者に自然と触れ合う機会の提供を行
う。

関連講座の開催回数
【回】

エコ工房が実施する環境教室の一環として、水生生物観察会を1
回、バードウォッチングを1回行った。（水生生物観察会について
は、当初2回開催予定だったが、悪天候により1回中止）

特に水生生物観察会の実施にあたっては、開催にあたって河川の水
量も考慮する必要があり、開催前日も含めた天候の影響を受けやす
い。

開催可否を天候に左右されない屋内での生物観察教室等の開催検討、予備日の設定

関連講座の参加人数
【人】

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

4  50%以上達成

2 / 9 ページ



議題(1)(2)資料_第3次飯塚市環境基本計画に基づく事務事業一覧
                      令和4年度実施状況及び令和4年度年次報告書について

指標名称【単位】
基本目標施策方針 取組の方向性

事務事業
No.

（報告用）

事務事業名
（報告用）

担当課 事務事業内容
指標

令和4年度成果（令和5年3月末時点） 令和4年度課題（令和5年3月末時点） 自己評価
目標値及び実績値

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

84 84.3 98.17

令和3年度実績値 令和4年度実績値

83.98 84.40

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

220 220 218

令和3年度実績値 令和4年度実績値

186 214

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

40 40 40

令和3年度実績値 令和4年度実績値

33.8 34.8

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

100 100 100

令和3年度実績値 令和4年度実績値

89.99 90.48

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

100 100 100

令和3年度実績値 令和4年度実績値

649.4 211.4

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

5,000 5,000 5,000

令和3年度実績値 令和4年度実績値

3,590 3,660

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

39 39 39

令和3年度実績値 令和4年度実績値

39 39

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

85 100 85

令和3年度実績値 令和4年度実績値

74 94

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

400 400 400

令和3年度実績値 令和4年度実績値

202 286

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

縮小 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

172 174 172

令和3年度実績値 令和4年度実績値

174 172

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

25 25 34

令和3年度実績値 令和4年度実績値

14 35

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

基
本
目
標
Ⅱ
　
う
る
お
い
の
あ
る
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

河
川
な
ど
の
水
質
改
善

汚水処理人口普及率
の向上

2 1 1

2 1 1

次年度以降の改善策

- 1 公共下水道の整備 下水道課

5～7年間で見直しを行う公共下水道事業計画に基づき、
下水道を整備することで公共下水道整備地区を拡大し、
市民の快適で衛生的な生活環境の整備と公共用水域の水
質を保全するもの。

整備率（対事業計画区
域）
※整備面積/事業計画区域
面積
【％】

3ヵ年実施計画

事業計画面積の約84％の整備が完了し、約5.3万人の市民が公共下
水道を利用している状況であり、事業の目的である市民の快適で衛
生的な生活環境の整備と公共用水域の水質保全に寄与しているもの
と考える。

公共下水道事業計画区域の変更により公共下水道を整備する区域に
は、速やかに周知を行い、令和9年度の整備完了を目指す。

5  達成（100%)

・開発区域等を事前に把握し事業者と企業局での整備範囲を協議する。協議によりいずれの施工範囲も負担が少なくなるよう設計協議
を行う。また要望の多い箇所を抽出し、計画的・効率的な個所から整備を実施する。
・今後の全体計画区域及び事業計画区域の変更については、水洗化意向調査等を把握し、費用対効果の高いところから整備を進める。

2 1 1 - 2
浄化槽設置整備事業
補助金の交付

企業管理課
生活排水による公共水域の水質汚濁を防止し、良好な生
活環境を保全するため、住宅用小型合併処理浄化槽の設
置に対し、補助金を交付するもの。

浄化槽設置基数
【基】

全てにおいて目標達成とはならなかったが、いずれも昨年度より増
加しており、特に、市内河川水質については、23.08％も増加して
おり大幅な水質改善が図られたと考えられる。引き続き水質汚濁防
止の防止に向け合併処理浄化槽の普及に努める。

水質改善を図る上では合併浄化槽への転換が重要であることから、
未だくみ取便槽、単独処理浄化槽を使用している世帯に対し、合併
処理浄化槽への転換を誘引するための方策を講ずる必要がある。

5  達成（100%)

浄化槽普及率
※浄化槽設置人口/総人口
【％】

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

・同様の事業を実施している他市町村の情報を収集し、補助内容の変更を含め調査研究を行う。
・単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換に関する補助単価を増額する(国・県施策との協調)。
・水質改善に関する普及啓発のほか、補助制度を周知することで普及率の向上に努める。

次年度以降の改善策

- 3
公共下水道の水洗化
促進

企業管理課
個人が自宅の排水設備（水洗化）工事を行うにあたり、
経済的負担を軽減させる制度を運用し、公共下水道の水
洗化率の向上を図り河川の水質を向上させる。

公共下水道の水洗化率
※水洗化人口/処理区域内
人口
【％】

3ヵ年実施計画

水洗便所等改造費補助金 40件、水洗化率向上 0.49ポイント

水洗便所等改造費補助金制度について、令和5年度以降はコストの
効率性、補助対象、補助額等について検討が必要がある。
融資あっせん制度については、制度利用率や運用コスト等を勘案
し、事業継続の有効性について検証が必要である。

4  50%以上達成

・市ホームページ等による関連制度の周知を行うとともに。各種制度の効率性、事業継続性について検討・検証する。
・水洗便所等改造費補助金制度の補助対象、補助額等について必要額等を検討する。
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水質の監視、水質改
善の啓発活動の推進

2 1 2

次年度以降の改善策

- 1
下水道施設における
放流水質の管理

下水道課
下水道施設（ポンプ場・処理場）に対し、適切な維持管
理を実施することにより、施設の能力を最大限に発揮
し、安定的で良好な放流水質を確保する。

放流水の目標値に対する
達成度
※目標値（10ppm）/放流
水の年間平均BOD値×100
【％】

3ヵ年実施計画

ＢＯＤ平均値4.73ppmは目標値(10ppm)を下回っており、この水準
を維持していくことで、突発的な事故が起きても排水基準(20ppm)
以内に抑えることができる。

生物処理の性質上、流入水の水温低下や降水時の極端な水温変動、
流入量の負荷変動に対し、水質が大きく影響されるため、運転方法
を細かく制御し、放流水水質の安定化を図る必要がある。

5  達成（100%)

水温低下や降水等の負荷変動に対して、引抜汚泥量、返送汚泥量、滞留時間等の運転調整を細かく行い、放流水水質の変動を最小限に
抑える。

2 1 2 - 2
廃食用油回収事業の
推進

環境整備課

家庭排水による河川の水質汚濁防止活動の一環として、
市役所・各支所・交流センター等に廃食用油回収ボック
スを設置し、各家庭から出る廃食用油の回収事業を実施
する。回収した廃食用油は、塗料等にリサイクルされ
る。

廃食用油回収量
【Kg】

市報、市ホームページによる周知を行ったが、廃食用油の回収量は
前年度と同等のペースとなった。

前年度と回収量のペースが変わらないため、目標値に達する見込み
がない。

4  50%以上達成

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

市報、市ホームページ以外の周知でより多くの市民に利用・協力してもらう。

2 1 2 - 3
遠賀川水系における
水質の監視

環境整備課
遠賀川水系の水質検査を38地点（令和2年度）にて実施
し、水質の監視に努める。

水質検査実施箇所数
【箇所】

遠賀川水系の水質検査（39地点）を年2回（9月、2月）実施した。
９月検査で一か所、大腸菌数の基準を超える地区があった。継続し
て注視していく。

4  50%以上達成

継続して行っていく。

水質検査における環境基
準達成率【％】
※BOD達成箇所/水質検査
実施箇所

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

環
境
美
化
活
動
の
推
進

まちなか美化活動の
推進（花いっぱい運
動、一斉清掃）

2 2 1 - 1
屋外広告物の除却に
よる景観保全

都市計画課

屋外広告物を正しく表示するルールを定めることによ
り、良好な景観の形成を図ることを目的とし、屋外広告
物の掲出許可及び違法広告物の除却等を実施する事業で
ある。なお、本事業は福岡県屋外広告物条例に基づいて
おり、平成12年度より県から市町村への権限移譲となっ
ている。

適切に管理されていない
違法屋外広告物の除却枚
数
【枚】

市報掲載及び市HP記載内容の更新、事業者等への制度説明などの啓
発活動を実施した。また、違法な掲出をしている業者に対しては改
善の指導を行った。
違法屋外広告物の件数は減少傾向にあり、違法広告についての認識
が根付きつつある。

減少傾向ではあるが依然として違法屋外広告物の掲出が続いている
ため、啓発活動等の継続を図る。

4  50%以上達成

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

違法屋外広告物の件数が減少傾向であることから除却回数を減らしつつも、作業内容の見直しにより除却件数の維持・向上をはかる。

2 2 1 - 2
花いっぱい活動の推
進

都市計画課
花を通じた各種事業の展開により明るい郷土とすること
を主目的とし、併せて景観の向上や地域コミュニティの
形成を図る。

協議会会員数
【人】

費用の高い花苗から、費用の安い種子へシフトしつつある。他方、
物価高騰による影響で種子・花苗共に商品単価が上がっており、更
に効率的な活用方法が必要。花種子の配布品種を3種類から8種類へ
大幅拡充。

花苗配布に関し、大量発注に対応できる業者がR4年度無く入札中止
となった。R5年度は入札時期、花苗入手方法等について再考が必
要。

4  50%以上達成

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

民間企業と協力し、花いっぱい運動の新規事業や新規会員を増やす取り組みが必要。園芸芸者によるワークショップや園芸店舗での会
員割引などの協力を民間事業者へ働きかけを行い、運動の拡大・発展を目指す。

まちなか美化活動の
推進（花いっぱい運
動、一斉清掃）

2 2 1 - 3
ごみネット購入費補
助金の交付

環境整備課

市民がごみネットを購入する際に、その費用の一部に対
して補助金を交付することにより、地域のごみ集積所の
ごみの散乱を防ぎ、住環境の美化に努め、地域の環境保
全に寄与する。

補助金を利用し、ごみ
ネットを購入した枚数
【枚】

市報掲載による周知の効果により、前年比２倍以上の交付申請を受
け付け、住環境の改善に貢献した。

交付要綱では、同一集積所に使用するごみネット等の購入費に対し
ては、3年の期間を置いて交付することとなっているが、交付事績
を用いてのチェックが困難である。

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

いままで通りの周知に加えチラシを利用し、ごみネット等購入費補助金の交付について認知・理解をしてもらう。

5  達成（100%)
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議題(1)(2)資料_第3次飯塚市環境基本計画に基づく事務事業一覧
                      令和4年度実施状況及び令和4年度年次報告書について

指標名称【単位】
基本目標施策方針 取組の方向性

事務事業
No.

（報告用）

事務事業名
（報告用）

担当課 事務事業内容
指標

令和4年度成果（令和5年3月末時点） 令和4年度課題（令和5年3月末時点） 自己評価
目標値及び実績値

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

4,500 5,000 6,000

令和3年度実績値 令和4年度実績値

6,082 6,653

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

125 150 180

令和3年度実績値 令和4年度実績値

181 187

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

351 351 305

令和3年度実績値 令和4年度実績値

380 230

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

10 10 21

令和3年度実績値 令和4年度実績値

8 9

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

240 240 240

令和3年度実績値 令和4年度実績値

240 201

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

340 340 340

令和3年度実績値 令和4年度実績値

341 283

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

30 30 30

令和3年度実績値 令和4年度実績値

23 8

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

49 49 47

令和3年度実績値 令和4年度実績値

38 56

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

39 39 39

令和3年度実績値 令和4年度実績値

39 39

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充
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まちなか美化活動の
推進（花いっぱい運
動、一斉清掃）

2 2 1

2 2 2

- 4
ボランティア袋の交
付

環境整備課
飯塚市内の公共の道路その他公共の場所の清掃を行うた
めのボランティア袋を交付し、市民によるボランティア
清掃活動を促進する。

ボランティア袋配付枚数
【枚】

地域環境の保全と美化のため、合計6,653枚のボランティア清掃ご
み袋を申請者へ配付し、4,479人がボランティア清掃を行った結
果、清潔で快適な地域環境の維持に寄与した。

ボランティア清掃活動の実施が活発でない地域への環境美化活動事
業の紹介や、ボランティア清掃への新規参加者の獲得のため、この
事業の更なる周知を行う必要がある。

5  達成（100%)

次年度以降の改善策

清掃箇所数（清掃実施回
数）
【箇所】

3ヵ年実施計画

当事業概要、市職員による一斉清掃について市報、市ホームページ等を用いた周知を行い、環境美化活動への関心を寄せてもらう。

生活マナーの向上
（ポイ捨て、ペット
の糞の放置防止）

2 2 2 - 1
生活環境の保全に関
する条例に基づく指
導

環境整備課
環境問題に関するさまざまな苦情に対し、現地調査等を
行い、関係者に対し改善指導等を行うもの。

苦情処理件数
【件】

近年は苦情内容が煩雑化してはいるが、個々の苦情の解決を図るこ
とで、環境保全意識の向上に一定の成果を挙げている。

条例施行後、住民等からの苦情の申出については、関係課及び関係
機関と連携を諮り対応しているが、原因者が特定できない事例等の
対応について検討する必要がある。また、これまでと同様に苦情に
対し速やかに現場を確認し、適切な指導を行うとともに、環境に関
する啓発を行い、さらに市民の環境保全意識の向上を図る必要があ
る。

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

啓発を継続的に行う。

5  達成（100%)

- 2
地域猫活動の促進に
よる糞害被害の防止

環境整備課

地域猫活動に取り組む住民等で組織される団体を支援す
ることにより、飼い主のいない猫の適正管理を推進し、
もって猫に起因する生活環境被害の軽減及び猫の引取数
の減少を図る。

手術券を活用し手術した
頭数
【頭】

今年度新たに1団体が活動を開始し、9頭の不妊去勢手術完了を達成
した。
また、活動地域内での猫の遺棄が多発している問題に対し、活動地
域の管理者や警察と連携をし、遺棄を防止するためのポスターを作
成と掲示を行い、遺棄の防止に関しても一定の成果を残した。

登録団体が1団体増加したものの、活動区域が限られているため、
市内全域で本事業の目的を達成するに至っていない。
地域猫活動の認知度が依然として低いことが課題であり、多様な手
段で地域猫活動の周知を行うことが必要である。

4  50%以上達成

新規団体の活動を推進するために、市報やホームページ、SNS等の多様な手段で地域猫活動の周知を図り、地域猫活動の認知度を向上
させる。

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

不法投棄の防止 2 2 3 - 1
環境パトロール等の
実施

環境対策課

市民の清潔な生活環境保持のため、

・環境パトロールの実施や不法投棄物の回収および監視
カメラ・看板等の設置作業
・依頼を受けた各課所管の市有地の草刈りや回収、側
溝・樹木等の消毒作業

を行う。

公衆衛生を保ち良好な生活環境が得られるよう、引き続きパトロー
ル及び啓発・指導・監視を継続し、力を入れていきたい。

市有地・私有地における不法投棄は後を絶たない状況であり、不法
投棄をされないような効果的な管理の推進について検討していきた
い。

4  50%以上達成

3ヵ年実施計画

パトロール日数（頴田、
庄内、穂波、筑穂地区）
【回】

監視カメラ、看板の設置
数
【件】

パトロール日数（飯塚地
区）
【日】

次年度以降の改善策

・環境パトロールにおける強化月間を拡充するなど、不法投棄監視の充実を図る。
・土地所有者（所管課）に対する環境美化啓発の推進を図る。
・適正な廃棄物処理に従わない悪質な事例に関しては、警察との連携強化を図る。

基
本
目
標
Ⅱ
　
う
る
お
い
の
あ
る
快
適
な
生

活
環
境
を
つ
く
る

公
害
対
策
の
徹
底

騒音、振動、悪臭な
ど公害の監視・指導
の徹底

2 3 1 - 1
事業活動等の監視に
よる公害の防止

環境整備課
本事業は、騒音・振動・悪臭・大気汚染・水質汚濁など
の公害対策を実施することにより、市民の安全で健康的
な生活環境を保全することを目的としている。

特定施設の設置及び特定
建設作業の実施の届出の
審査件数
【件】 遠賀川水系の水質検査（39地点）を年2回（9月、2月）実施した

他、特定施設の設置及び特定建設作業の実施届出の審査を53件実施
した。以上により、公害発生源の監視を行っている。

市内で事業活動を行っている各企業と協議を行い、協定締結を進め
ていく必要がある。

5  達成（100%)

次年度以降の改善策

水質検査実施箇所数
【箇所】

3ヵ年実施計画

・市内で事業活動を行っている各企業と協議を行い、協定締結を進めていく。
・市内工業団地周辺の騒音・振動・悪臭・大気汚染・水質汚濁に関する現状を把握する必要がある。数年周期で工業団地ごとの測定計
画を立案する必要がある。
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議題(1)(2)資料_第3次飯塚市環境基本計画に基づく事務事業一覧
                      令和4年度実施状況及び令和4年度年次報告書について

指標名称【単位】
基本目標施策方針 取組の方向性

事務事業
No.

（報告用）

事務事業名
（報告用）

担当課 事務事業内容
指標

令和4年度成果（令和5年3月末時点） 令和4年度課題（令和5年3月末時点） 自己評価
目標値及び実績値

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

30 25 100

令和3年度実績値 令和4年度実績値

122 171

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

8,315,600 9,186,265 9,035,563

令和3年度実績値 令和4年度実績値

9,669,753 9,519,873

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

- 7 7

令和3年度実績値 令和4年度実績値

- 7

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

- 70 70

令和3年度実績値 令和4年度実績値

- 68

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

8 8 5

令和3年度実績値 令和4年度実績値

5 6

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

30 30 60

令和3年度実績値 令和4年度実績値

30 36

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

基
本
目
標
Ⅲ
　
循
環
型
社
会
・
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る

４
R
（
リ
フ
ュ
ー
ズ
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
推
進

ごみ発生の抑制（断
る、減らす）

3 1 1

3ヵ年実施計画

- 1
ペーパーレス化の推
進

情報管理課

基幹系システム、内部情報系システム、インターネット
系システム等の電算業務全般の保守管理を適切に行うと
ともに、システムに関する各種相談等への対応やペー
パーレス化の推進等による業務の効率化に繋がる手段の
提供等により、高度なセキュリティを保ち、かつ、職員
がより働きやすくなる環境の構築を目的とする。

ペーパーレス会議・研修
の実施回数
【回】

プリンタの印刷枚数
【枚】

・データ処理・抽出の依頼を適切に処理し、業務の円滑な運営に努
めた。
・情報漏洩や大きなネットワークトラブルは発生しなかった。

・ネットワーク保守業者との情報共有を密に行ない、市として必要
なセキュリティを保ち続ける。
・ペーパーレス会議等のペーパーレス化の推進を市役所全体に広
げ、印刷枚数の軽減に努める。

5  達成（100%)

次年度以降の改善策

・他の自治体で発生した情報セキュリティインシデント等の情報収集を行なう。
・支所などでペーパーレスなど業務の効率化が見込まれる会議室等の場所内部情報系やWeb会議用のアクセスポイント増設を検討す
る。

ごみ発生の抑制（断
る、減らす）

3 1 1 - 2
生ごみ処理機に関す
る普及・啓発

環境整備課
エコ工房の協力のもと、生ごみ処理機「生ごみキエー
ロ」の作成教室を開催し、各世帯における生ごみ処理機
の普及を図り、ごみ発生量の削減に努める。

「生ごみキエーロ」作製
教室開催数
【回】 令和4年度において生ごみ処理機作成教室を7回開催し、68名の参加

者を得られた。
作業用スペース、材料費等の都合上、参加上限を10組までとしてい
るが、かなり多くの申込をいただき、回によっては参加上限いっぱ
いになるほどであった。

世帯員数によっては、作成する生ごみ処理機のサイズが小さく、実
用に適さないケースが見受けられる。
サイズの大きい処理機の材料購入には、別途予算措置が必要とな
る。

材料費予算の増額、または材料費分を指定管理料に上乗せし、材料の融通を指定管理料内で行ってもらう。

「生ごみキエーロ」作製
教室参加人数
【回】

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

4  50%以上達成

再利用・再資源化の
推進

3 1 2 - 1

3 1 2 -

資源回収団体奨励補
助金の交付

環境整備課

ごみの減量化及び資源化を推進するとともに、市民の環
境保全に対する意識の高揚を図るため、事前に登録した
資源回収団体に対し回収量に応じた補助金を交付するも
の。

資源回収団体の新規登録
数
【団体】

新型コロナウイルス感染症の拡大により、資源回収活動に影響を与
えていることが予測される中、今年度新たに3団体が新規登録後活
動を開始し、ごみの減量化、再資源化に寄与している。
2年以上活動を行っていない団体への活動再開の案内や、市報、
ホームページによる広報の結果、資源回収率は増加した。

更なるごみの減量化（資源化）率向上を図るには、1つでも多くの
団体に活動を行てもらうことや、1団体当たりの回収量を増加され
る必要があるため、広報活動を強化するとともに、活動していない
団体に対し、活動再開を促していく。

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策
ゴミの減量化（資源化）率の向上を図るため、広報活動を行う他、2年以上活動していない団体に対し、活動再開の依頼を呼びかけ
る。

4  50%以上達成

2
ペットボトルキャッ
プ回収事業の促進

環境整備課

限りある資源を循環させるごみゼロの社会づくりを目標
に循環型社会を推進する取組として、市民、小中学校、
企業等の協力によりペットボトルキャップを回収し、ご
みの減量化を図り、再生プラスチック製品（プラン
ター、定規等）に再利用する。

ペットボトルキャップ回
収場所増設
【箇所】

市報や市ホームページにて情報掲載を行い、事業の周知・啓発を
行った結果、一定量のペットボトルキャップを回収できた。

様々な手段を用いたペットボトルキャップ回収事業の更なる推進活
動が必要である。

5  達成（100%)

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

市報、環境イベント等を活用し、ペットボトルキャップ回収事業について周知を行う。
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議題(1)(2)資料_第3次飯塚市環境基本計画に基づく事務事業一覧
                      令和4年度実施状況及び令和4年度年次報告書について

指標名称【単位】
基本目標施策方針 取組の方向性

事務事業
No.

（報告用）

事務事業名
（報告用）

担当課 事務事業内容
指標

令和4年度成果（令和5年3月末時点） 令和4年度課題（令和5年3月末時点） 自己評価
目標値及び実績値

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

700 700 700

令和3年度実績値 令和4年度実績値

0 413

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

20 20 20

令和3年度実績値 令和4年度実績値

17 20

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

200 200 200

令和3年度実績値 令和4年度実績値

95 107

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

5 5 4

令和3年度実績値 令和4年度実績値

3 4

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

700 700 300

令和3年度実績値 令和4年度実績値

169 296

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

1 1 1

令和3年度実績値 令和4年度実績値

1 1

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

33 34 34

令和3年度実績値 令和4年度実績値

33 34

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

5 5 5

令和3年度実績値 令和4年度実績値

1 0

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和2年度目標値 令和3年度目標値 令和4年度目標値

18,944 14,179 14,179

令和2年度実績値 令和3年度実績値

13,499 14,049

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

基
本
目
標
Ⅲ
　
循
環
型
社
会
・
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る

４
R
（
リ
フ
ュ
ー
ズ
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ

サ
イ
ク
ル
）
の
推
進

再利用・再資源化の
推進

3 1 2 - 3
フリーマーケット等
の開催による再利用
（リユース）の促進

環境整備課
エコ工房まつりにおいて、フリーマーケットを開催する
ほか、定期的に子ども服交換会等の再利用を促進する事
業を実施する。

エコ工房まつりへの来客
数
【人】

今年度においては、コロナ禍の影響により令和2年～3年度は開催を
中止していた「エコ工房まつり」を2年ぶりに開催した。感染症対
策のため、コロナ禍以前には出店していた飲食物販売等の出店を規
制する等、規模縮小する形での実施となったが、36組のフリーマー
ケット出店、413名の参加者を得た。
子ども服交換会については、例年どおり開催してはいるものの、コ
ロナ禍以降の衛生意識の高まりの影響か、参加者数は減少してい
る。

2年ぶりの開催であったことや、規模縮小の影響により、コロナ禍
以前の開催時と比較すると、参加者数は減少している。イベントへ
の集客が課題。

4  50%以上達成

次年度以降の改善策

子ども服交換会実施回数
【回】

子ども服交換会参加人数
【人】

3ヵ年実施計画

イベント周知の強化、継続的なイベント実施による集客の強化

省
エ
ネ
活
動
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
推
進

国民運動「COOL
CHOICE」の推進

3 2 1 - 1
市民向け啓発事業の
開催による省エネ行
動の促進

環境整備課

「緑のカーテンエコプロジェクト」でのグリーンカーテ
ンの普及、「打ち水大作戦」や「クールシェアいいづ
か」等の地球温暖化防止に関する各種啓発事業を実施す
ることにより、市民の温暖化防止活動への意識向上を図
る。

啓発事業開催数
【回】

グリーンカーテン普及を目的とした「緑のカーテンエコプロジェク
ト」、各家庭での打ち水普及を目的とした「うちの打ち水」、太陽
光電池を用いたランプ工作教室による再エネ普及を目的とした「エ
コLightナイト」を開催した。
また、今年度は新たに「みんなの健康・福祉のつどい」に出展。自
転車による発電体験コーナーを設け、省エネ意識の普及啓発に取り
組んだ。
・緑のカーテンエコプロジェクト：107名参加
・うちの打ち水：17名参加（庁舎内実施のみ）
・エコLightナイト：72名参加
・「みんなの健康・福祉のつどい」出展：約100名参加

担当課主催イベント（「緑のカーテンエコプロジェクト」、「うち
の打ち水」、「エコLightナイト」）は費用対効果（人件費負担に
対する参加者数）が、他イベントへの出展と比較して低い。

4  50%以上達成

次年度以降の改善策

啓発事業参加者数
【人】

3ヵ年実施計画

・新規啓発事業の立案、情報提供・啓発の継続
・既存イベントの他事業への出展の形に切替

3 2 1 - 2
市職員の省エネ行動
促進

環境整備課
第3次飯塚市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の推
進の一環として、市職員の省エネに関する取組状況調査
を実施し、市職員の省エネ行動を促す。

職員の取組状況調査実施
回数
【回】

年度当初に優先的取組項目として省エネに関する取組の15項目を設
定し、全職員に取組の実施を促した。また、設定した項目の取組状
況について12月に調査を行い、行動について振り返ることで、省エ
ネに関する取組の意識付けに繋げた。

取組項目のうち、環境配慮物品の購入については、3割近くの職員
が未実施（特に意識していなかった）と回答しており、他の項目と
比較して、取組状況が芳しくない。購入している製品が環境配慮物
品であることを認知していない可能性も高く、庁内におけるグリー
ン購入の普及啓発を進める必要がある。 5  達成（100%)

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

優先的取組項目の更新、庁内掲示板を用いた情報提供・啓発の実施

家庭や事業所、学校
などへの省エネ・再
生可能エネ設備導入
促進

3 2 2 - 1
公共施設における再
生可能エネルギー利
用の促進

環境整備課
第3次飯塚市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の推
進の一環として、市が所管する学校や公共施設における
太陽光パネルの設置を促進する。

公共施設等における太陽
光パネル設置件数
【件】

今年度においては、幸袋交流センターの新設の際に太陽光発電設備
（10kw）の導入を実施。

施設更新時のみの導入となっており、既存施設における導入可能性
調査の検討の余地有。

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

公共施設の更新計画に基づく施設更新・新設時において、費用対効果やエネルギー効率、補助金の活用等を考慮しながら、太陽光発電
設備の設置を検討する。また、補助金等を活用し、既存施設を対象とした導入可能性調査の実施を検討。

4  50%以上達成

基
本
目
標
Ⅲ
　
循
環
型
社
会
・
脱
炭
素
社
会
を
実
現

す
る

省
エ
ネ
活
動
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
推
進

地産地消の推進
（フードマイレージ
の低減）

3 2 3

次年度以降の改善策

- 1 地産地消の推進 農林振興課
飯塚市地産地消推進協議会へ補助金を交付し、地産地消
拡大を推進する活動を支援するもの。

各種イベントでの地元農
産物直売、PR
【回】

3ヵ年実施計画

新型コロナウイルスの影響で、PRを予定していたイベント等の中止
により、PRの機会を得られなかった。

イベント中止等に対応した、新たなPRの場の検討。

2  検討したが未着手

新型コロナウイルス等の影響を受けないPR方法の検討を行う。

地球温暖化対策実行
計画（事務事業編）
に基づく対策の推進

3 2 4 - 1

第3次飯塚市地球温
暖化対策実行計画
（事務事業編）の推
進

環境整備課

一事業所として、エネルギーの使用の合理化に関する法
律（省エネ法）、第3次飯塚市地球温暖化対策実行計画
（事務事業編）等に基づき、市施設でのエネルギー使用
量の削減及びCo2排出量の削減に向けた取組を実施する。

地球温暖化防止対策実行
計画（事務事業編）にお
ける温室効果ガス総排出
量
【t-CO2】

第3次飯塚市環境基本計画の策定に伴い、地球温暖化対策実行計画
（事務事業編）の改訂を行った。（削減目標：基準年度比40%⇒
55.1%）
市施設の運営、公共事業に伴う温室効果ガス排出量については、令
和2年度と比較して微増している。

地球温暖化対策実行計画（事務事業編）に掲げる目標は達成してい
るものの、基準年度からの削減量はクリーンセンター等の施設の一
部事務組合への移管によるものが大きいため、引き続き省エネに関
する取組等を進める必要がある。

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

第3次飯塚市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）における職員一人ひとり及び施設所管課への温室効果ガス排出量削減目標達成に
向けた啓発活動の強化。

3  50%未満達成
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議題(1)(2)資料_第3次飯塚市環境基本計画に基づく事務事業一覧
                      令和4年度実施状況及び令和4年度年次報告書について

指標名称【単位】
基本目標施策方針 取組の方向性

事務事業
No.

（報告用）

事務事業名
（報告用）

担当課 事務事業内容
指標

令和4年度成果（令和5年3月末時点） 令和4年度課題（令和5年3月末時点） 自己評価
目標値及び実績値

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

8,000,000 6,400,000 6,700,000

令和3年度実績値 令和4年度実績値

9,144,073 6,426,576

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

5 5 6

令和3年度実績値 令和4年度実績値

5 6

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

2,000 3,000 3,500

令和3年度実績値 令和4年度実績値

2,453 2,484

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 検討中 検討中

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

29 29 29

令和3年度実績値 令和4年度実績値

29 29

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

100 100 100

令和3年度実績値 令和4年度実績値

100 100

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

82,000 82,000 82,000

令和3年度実績値 令和4年度実績値

39,955 62,756

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

260 260 260

令和3年度実績値 令和4年度実績値

228 217

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

3,000 3,000 3,300

令和3年度実績値 令和4年度実績値

2,574 2,502

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

33,107 33,291 35,514

令和3年度実績値 令和4年度実績値

33,077 32,916

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

0 0 0

令和3年度実績値 令和4年度実績値

0 0

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

基
本
目
標
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
の
実
現
に
向
け
た
横
断
的
取
組
　
教
育
・
協
働
・
連
携
の
推
進
【
重
点
施
策
】

情
報
発
信
手
段
の
多
様
化

多様な媒体による情
報発信

4 1 1

ICTを活用した多様な
コミュニケーション
手段の導入

4 1 2

次年度以降の改善策

- 1
市公式ホームページ
の充実

情報管理課

行政に関わる情報を各課が作成し、ホームページ管理者
(情報発信係)が内容を確認後、インターネットを経由し
て対外的に情報を発信している。また、閲覧者に適切な
情報を発信するために、サイトの各種コンテンツの管
理、サイトの充実並びに端末のセキュリティ確保等を
行っている。

ホームページアクセス数

3ヵ年実施計画

トップページのカルーセル画像を定期的に変更を行い、市民の方が
注目する情報に簡単にたどり着けるように誘導した。各課の相談に
応じて、ページの作成支援を行ったり、こちらから各課に積極的に
アドバイスを行うなど、市民の方が見やすいと感じるページ構築・
管理を行った。

ホームページの更新業務に職員の負担が大きいこと、ホームページ
のサーバー容量が97％に達するなど不要ページの精査を行うことが
必要。現行ホームページのリニューアルから8年が経過、今後の
ホームページリニューアルの必要性を内外に確認する手立てが必
要。

5  達成（100%)

情報が古いと思われる不要ぺージの削除、データ容量の軽量化を率先して行い、サーバーの安定化に努める。また、SNS等を通じて市
HPのアンケートを実施し、回答結果を今後のHPリニューアルへ向けた検討・分析資料としていく。人員を増加しホームページのリ
ニューアルが必要かも含めホームページの管理・点検を行う。外部機関にホームページの閲覧チェックを行ってもらい、問題点や課題
を抽出、分析作業を行い、改修が必要と判断した場合はリニューアルに向けた予算要求を行っていく。

4 1 1 - 2
「広報いいづか」に
よる情報発信

情報管理課

毎月1回約47,000部、市民が必要とする情報を掲載した
「市報」を発行する業務。編集については、民間企業の
ノウハウを活用するため一部委託にて実施。配布につい
ては、自治会294か所・公共施設、コンビニ、駅などで行
い、また、市ホームページやアプリ、電子書籍サイトへ
掲載することで、より多くの市民に情報を提供してい
る。

掲載媒体数（アプリ・電
子書籍・ホームページ）
【媒体】

より多くの市民に広報紙を見ていただくため自治会配布以外に公共
施設などへの配布を行った。
また、LINEでの周知やアプリでの配信、電子書籍サイトへの掲載を
行った。

自治会加入者減少に伴い、「広報いいづか」の紙ベースでの「配
付」部数が減少している。今後広報誌の配付方法を全庁的に検討し
ていく必要があると思われる。

5  達成（100%)
3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

市公式LINEで市報の発行日に電子版の市報を配信するなど、市報が自治会に加入せずとも手にすることができる方法を継続していく。
また、市報からHP、市報から電子申請など、紙媒体と電子媒体の連携は加速していくことから、広報で概要を知らせ、詳細や申請ス
キームをHP等で提供するような取組を推進していく。担当課から依頼のあった掲載ページについて上記を促すようなアドバイスを行
う。
自治会との協議が必要であるが、市報の配付の今後のあり方を検討していく必要がある（コスト、環境保護等の視点も考慮していく）

次年度以降の改善策
- 1

AI自動応答サービス
の導入推進

業務改善・DX
推進課

AI自動応答サービス(AIチャットボット）は、会話情報を
データベースに蓄積させておくことで、会話をロボット
が代行してくれるプログラムである。スマートフォン、
パソコン、LINEから市役所に問い合わせを行う市民に対
して、FAQ登録データを整備することで、24時間年中無休
問い合わせへの回答を行うもの。最終的には、「職員の
電話対応時間の削減」、「24時間年中無休対応による市
民サービスの向上」、「電話が接続できない課題に対す
る解決」を図るもの。

FAQ登録数
【件】

3ヵ年実施計画

自動応答の基礎となるFAQデータベースの整備を毎月継続すること
で、高い正答率を維持することができた。また、ログ精査にかかる
運用方法の見直しを行うことで、職員の負担を半減することができ
た。

システム変更も含めた今後の方向性について、全庁的にアンケート
を実施したが、コンセンサスを得ることは出来なかった。現システ
ムを用いた運用変更、システムの見直しを含めた方針についての再
検討と全庁に対しての丁寧な説明を経た、方針の決定を早急に行う
必要がある。

4  50%以上達成

現システムの提供事業者と協議を行うことで、更なる運用方法の見直しを行う余地がないか検討する。特にFAQの新規登録に2週間を要
する点については協議が必要である。
ログ精査に係る職員負担の大きさとFAQの新規登録に要する時間が多大であるという本市チャットボットの課題について、現システム
での対応が難しい場合には、システム変更を含めた抜本的な見直しを検討する必要がある。
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ICTを活用した多様な
コミュニケーション
手段の導入

4 1 2

3ヵ年実施計画

- 2
小中学校における情
報機器の導入推進

学校教育課
学校の通信インフラや情報機器の維持管理等を行うこと
で、円滑かつ効率的な情報教育及び学校業務のための環
境を整備する。

各学校での定期メンテナ
ンス回数
【回】

学校での障害、問い合わ
せ等に対しての初動対応
率

保守業者・ICT研究指導員とともに各学校を訪問し、通信障害やト
ラブルの情報を蓄積し、ネットワークの安定稼働を確保した。また
機器故障時の迅速な対応により、大きな機器トラブルは発生してい
ない。

1人1台の児童生徒用端末の整備に伴い、既存のパソコン教室の在り
方を検討し、再整備する必要がある。
整備した機器を有効に活用するため、教員向けの研修会等をオンラ
イン実施やオンデマンド配信を行うことにより、幅広く研修を受け
られる環境を整備することが必要である。 5  達成（100%)

次年度以降の改善策

GIGAスクール構想を踏まえた成果や課題について検証を行う。
パソコン教室の利用状況や学校の要望等を把握する。

多
様
な
主
体
、
多
様
な
世
代
の
交
流
・
連
携
の
推
進

自治会・公民館の活
用による地域コミュ
ニティの活性化

4 2 1 -

4 2 1 -

1
中央公民館の利用促
進

生涯学習課

市民グループ・団体等が公民館で学習やスポーツ及び集
会等の自主的な活動が行うことができるよう、社会教
育・生涯学習の拠点として快適な学習空間の提供や機材
の貸出等を行う。

公民館利用者数
【人】

新型コロナウイルス感染症に伴う貸館の人数制限は撤廃となったた
め、昨年度と比較し、利用者数が増加している。

引き続き感染予防対策のため、三密対策を行っていただく必要があ
る。

4  50%以上達成

貸館における人数制限はなくなったが、引き続き感染予防対策のため、三密対策を行っていただく。

生涯学習課

学習者がグループを形成し、学習者相互の人間関係を構
築しながら継続して学習し、その学習成果を地域に還元
することでまちづくりにつなげていくことを目的とす
る。

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

3ヵ年実施計画

自治会・公民館の活
用による地域コミュ
ニティの活性化

4 2 1 - 2
交流センター等を活
用した市民サークル
活動の促進

サークル受講生
【人】

サークル数
【サークル】

本年度は、昨年度中止していた交流センターまつりを、多くの交流
センターで開催し、サークル生の発表の機会を設けることができ
た。

サークルについては、サークル生の自主運営であるため、主体性を
持って会議の運営等を行っていただく必要がある。また、サークル
生の高齢化がみられ、若年層への周知を検討する必要がある。

次年度以降の改善策

サークル代表者会議において、自主性を高めるべく、積極的な協議を促す。また、サークル生の高齢化がみられるため、サークル代表
者会議においてサークル開設及びサークル生募集の周知方法を検討する。

4  50%以上達成

3
まちづくり協議会に
対する補助金の交
付・人的支援

まちづくり推
進課

まちづくり協議会の組織活性化及び地域の課題を地域で
解決するような活動の推進を図ることを目的として、ま
ちづくりに関する事業の計画作成や団体間の連携、協力
に関する経費について「飯塚市まちづくり協議会補助金
交付要綱」に沿った補助金の交付、及び人的支援を行
う。

補助金の交付額
【千円】

新型コロナウイルス感染症拡大により、多くの事業を中止せざるを
得ない中、事業中止に伴う補助金の使途については、柔軟に対応す
ることとし、コロナ禍において地域活動を停滞させないための財源
として活用することができた。

次年度以降の改善策

まちづくり協議会の自立
（指定管理者制度の導
入）
【協議会】

3ヵ年実施計画

前年度からのコロナ禍の影響を受け、人を集める事業について、軒
並み中止せざるを得ない状況となった。次年度は、新しい生活様式
に対応した事業を検討し、活動を継続していけるよう支援する必要
がある。

4  50%以上達成

・新しい生活様式に対応した事業を検討し、コロナ禍において活動を継続していけるよう支援を行う。
・まちづくり協議会の自主財源確保に向けた事業の検討、実施を推進するとともに、市の事業の一部受託が出来る組織となるよう、法
人化に向けた検討、サポートを行う。
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議題(1)(2)資料_第3次飯塚市環境基本計画に基づく事務事業一覧
                      令和4年度実施状況及び令和4年度年次報告書について

指標名称【単位】
基本目標施策方針 取組の方向性

事務事業
No.

（報告用）

事務事業名
（報告用）

担当課 事務事業内容
指標

令和4年度成果（令和5年3月末時点） 令和4年度課題（令和5年3月末時点） 自己評価
目標値及び実績値

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

72 72 72

令和3年度実績値 令和4年度実績値

54 53

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

20 20 32

令和3年度実績値 令和4年度実績値

0 20

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

- 4 4

令和3年度実績値 令和4年度実績値

- 4

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

- 80 80

令和3年度実績値 令和4年度実績値

- 82

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

12 12 12

令和3年度実績値 令和4年度実績値

12 12

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

11,000 7,700 7,800

令和3年度実績値 令和4年度実績値

4,831 5,567

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

- 10 10

令和3年度実績値 令和4年度実績値

- 11

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

60 60 60

令和3年度実績値 令和4年度実績値

11 40

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持
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点
施
策
】

多
様
な
主
体
、
多
様
な
世
代
の
交
流
・
連
携
の
推
進

自治会・公民館の活
用による地域コミュ
ニティの活性化

4 2 1

3ヵ年実施計画

- 4 自治会への加入促進
まちづくり推

進課

協働のまちづくりの根幹をなす自治会の加入を促進する
ために下記の事業を実施している。
転入転居者に対し、市役所窓口で自治会に関する説明を
行い訪問承諾書の記入をお願いしている。訪問承諾書
は、自治会長に渡し、その後自治会による加入促進が行
われる。

自治会加入率
【％】

イベント等でのPR活動
【回】

宅建協会に集合住宅向け啓発チラシの配布依頼を実施。自治会加入
促進部会において協議した計画案を今年度実施することができた。
九工大生に自治会の仕組みや必要性について説明し、大学生の感性
を取り入れながら共にリーフレットを作成することができた。先駆
的な自治会活動を行う地区を支援し、協働でイベントを開催するこ
とができた。

地域の拠点である各交流センターにおいて啓発ブースの設置等が必
要ではないかと検討している。

4  50%以上達成

次年度以降の改善策

・転入転居者向けの啓発
・協働のまちづくりに関する啓発事業を広告会社等に委託し、自治会の役割や重要性について周知する。

多様な主体、世代が
気軽に情報交換でき
る場の創出支援

4 2 2 - 1
環境に関する市民
ワークショップの開
催

環境整備課

広く市民の参加を募る市民ワークショップを開催し、環
境課題や課題解決のための具体的取組について議論し、
実行する機会を提供することにより、本市の環境施策の
推進において市民参画によるマンパワーの確保、アイ
ディアの創出を図るとともに、参加者が環境問題を「自
分ごと」として考えるための意識を醸成し、市民が自発
的に環境課題の解決に取り組むための土壌づくりを行
う。

ワークショップの開催回
数
【回】

4回の市民ワークショップを開催し、長年環境保全活動に携わって
きた世代、現在自治会やまちづくり協議会等で活動している世代、
地元大学に通う学生など、様々な世代の参加者（計82名）を得るこ
とが出来、意見交換の場の創出を行った。

・第1回「身近な環境問題・その解決方法を考える」
・第2回「クリーンセンター施設見学、ごみ分別についてのグルー
プワーク」
・第3回「食品ロスについて学ぶ」
・第4回「エコ講座（環境家計簿学習会）」

ワークショップの企画・進行等を全て市事務局が行った場合、事業
規模に対して業務負担が過大であることから、ファシリテーターや
講師等を外注する必要がある。

・ファシリテーター、講師の外注（講師謝礼金予算の執行）
・イベント周知の強化

ワークショップの参加人
数
【人】

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

5  達成（100%)

多様な主体、世代が
気軽に情報交換でき
る場の創出支援

4 2 2 - 2
市民交流プラザの運
営による情報交換の
機会創出

まちづくり推
進課

→市民活動支
援課

市民の自主的で公益的な活動を支援するための市民交流
プラザを設置・運営する。平成30年度から市直営に完全
移行し、市民活動の場の提供や各種情報提供等を行って
いる。

イベント情報誌の発行
【回】

コロナ禍ではあったが、行動制限緩和の動向を鑑み、利用制限の緩
和を行ったことで、利用者数、団体数ともに前年度に比べ増加し
た。

現状、市民活動団体交流事業が講座を開催する事業になっており、
団体同士の交流を促すような仕掛けがない。
また、県内類似施設から得た情報を施設運営に取り入れ、さらなる
施設の有効活用を図るとともに、ホームページ等を活用した情報発
信を積極的に行うことが必要である。

次年度以降の改善策

福岡県NPO・ボランティアセンターや県内類似施設との情報共有や意見交換をさらに充実させ、施設運営に取り入れる。

利用者数
【人】

3ヵ年実施計画

4  50%以上達成

環境保全団体などの
ネットワーク形成支
援

4 2 3 - 1

4 2 3 -

ワークショップ開催
によるネットワーク
形成支援

環境整備課
広く市民を対象に、環境をテーマとするワークショップ
を開催し、各環境団体にとってのネットワークを広げる
ための機会提供を行う。

参加団体数
【団体】

環境保全活動に取り組んでいる地元ＮＰＯ法人やまちづくり協議
会、自治会のほか、地元企業や大学等、計11の団体に属する市民が
参加し、意見交換の機会を創出できた。

市報やホームページ掲載による公募のみだと、団体からの参加者を
得ることが難しく、直接的な声掛けが求められる。

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

団体への直接的な声掛けの実施

5  達成（100%)

2
エコスタいいづか開
催による情報交換の
機会提供

環境整備課
市民や学校、環境団体等が取り組んでいる環境保全活動
について、情報共有を行う機会提供を行い、市民や団体
間のネットワーク形成を図る。

協力団体数
【団体】

計40団体の協力を得て、環境保全に関する情報交換機会の提供を
図った。
・環境保全活動発表：11団体
・工作・体験、展示、物販の出展：21団体
・後援：2団体　・協賛：5団体　・運営協力：1団体

会場スペースの都合上、活動発表や出展に関しては今回の団体数が
限界に見える。
協力団体同士が積極的、相互的な意見交換を行う場（反省会・情報
交換会等）を設けることができていない。

4  50%以上達成

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

協力団体が参加する、開催後の反省会・情報交換会等の実施。
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議題(1)(2)資料_第3次飯塚市環境基本計画に基づく事務事業一覧
                      令和4年度実施状況及び令和4年度年次報告書について

指標名称【単位】
基本目標施策方針 取組の方向性

事務事業
No.

（報告用）

事務事業名
（報告用）

担当課 事務事業内容
指標

令和4年度成果（令和5年3月末時点） 令和4年度課題（令和5年3月末時点） 自己評価
目標値及び実績値

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

175 175 175

令和3年度実績値 令和4年度実績値

119 128

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

360 360 285

令和3年度実績値 令和4年度実績値

96 225

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

213 188 131

令和3年度実績値 令和4年度実績値

123 128

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

1,630 1,630 1,630

令和3年度実績値 令和4年度実績値

1,042 1,009

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

24 24 35

令和3年度実績値 令和4年度実績値

17 23

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

1,400 1,400 1,400

令和3年度実績値 令和4年度実績値

95 617

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

22 22 22

令和3年度実績値 令和4年度実績値

15 20

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

290 300 290

令和3年度実績値 令和4年度実績値

159 211

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

拡充 拡充 拡充

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

1 1 1

令和3年度実績値 令和4年度実績値

1 1

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

800 800 800

令和3年度実績値 令和4年度実績値

119 1,100

令和3年度目標値 令和4年度目標値 令和5年度目標値

10 10 10

令和3年度実績値 令和4年度実績値

11 8

計画年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
事業の方向性（維持・拡
充・縮小）

維持 維持 維持

基
本
目
標
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
の
実
現
に
向
け
た
横
断
的
取
組
　
教
育
・
協
働
・
連
携
の
推
進
【
重
点
施
策
】

環
境
教
育
・
学
習
の
充
実

エコ工房、コミュニ
ティーセンター、公
民館を活用した講
座、セミナー、イベ
ントの開催

4 3 1 - 1
コスモス大学におけ
る講座開催

生涯学習課

高齢者に学習の機会を提供し、健康で充実した生きがい
づくりと積極的な社会参加を促し、教養の向上を図ると
ともに、習得した知識や技術などを人材派遣事業やボラ
ンティア活動を通して、地域に還元できる人材の育成を
目指す。

受講者数
【人】

今年度については在校生の選択科目コースのみ開講し、一年を通し
て事業を行うことができた。

来年度以降は、一般教養コースや各事業の再開を検討する。

4  50%以上達成年間実施講座数
【回】

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

来年度以降は、一般教養コースや各事業の再開を検討する。

エコ工房、コミュニ
ティーセンター、公
民館を活用した講
座、セミナー、イベ
ントの開催

4 3 1 - 2 エコ工房の利用促進 環境整備課

環境保全に関する情報発信・学習体験の場の提供を目的
とした、飯塚市が所有する環境教育施設（飯塚市リサイ
クルプラザ工房棟）の管理運営事業。施設の管理運営を
指定管理者に委託している。

各種環境教室等の開催数
【回】

エコ工房内で行う各環境教室のほか、小学校や児童館における出前
講座等、1月末時点において128回の啓発活動を実施し、1,009名の
参加があった。感染症対策のため、特に屋内における環境教室につ
いては、参加人数を制限しながら実施している。
イベントについては、「カブトムシ相撲大会」、「エコ工房まつ
り」を2年ぶりに開催。感染症対策として参加人数制限や規模縮小
を行いながらの実施となったが、延べ617名の参加があった。

調理器具を利用する教室の開催中止や、人数制限、規模縮小等によ
り、環境教室、各イベントともに、コロナ禍以前と比較すると参加
者数が減少している。

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

4  50%以上達成

各種環境教室参加者数
【人】

イベントの開催数
【回】

イベント参加者数
【人】

イベント・環境教室の周知強化、継続的な開催による集客の強化、アウトリーチ活動（出前講座等）の強化

専門家による自然観
察会の開催

4 3 2 - 1
自然体験プログラム
「いいねん！」の開
催

環境整備課
地元専門家の協力のもと、主に小学生とその親世代を対
象とした、自然体験プログラムを開催し、自然環境保護
意識の醸成を図る。

自然体験プログラム開催
回数
【回】

自然体験プログラム「いいねん！」を20回開催し、211名の市民が
参加した。（22回/年開催予定。うち2回は参加申込なしにより中
止）
従前では、小学生及びその親世代を対象としていたが、昨年度より
未就学児及びその親世代を対象とした自然体験プログラム「おさん
ぽ・いいねん！」を開催し、幼少期から自然と触れ合う機会の提供
を行っている。

自然体験プログラムにおいて現地指導（昆虫の捕獲、動植物の解説
等）を行う講師は、開催前の現地確認、観察会ルートの設定、当日
資料の作成など、当日の現地指導以外の事前準備に多くの時間を費
やしており、講師謝礼金1万円/回に対し、負担が過大となってい
る。

・講師謝礼金単価の引き上げの検討
・イベント周知の強化

自然体験プログラム参加
者数
【人】

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

4  50%以上達成

基
本
目
標
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
の
実
現
に
向
け
た
横
断
的
取
組
　
教
育
・

協
働
・
連
携
の
推
進
【
重
点
施
策
】

環
境
教
育
・
学
習
の
充
実

小中学校における環
境教育の推進

4 3 3 - 1 環境学習教材の配付 環境整備課
環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律に
定める基本理念に則り、環境保全の意欲の増進を目的と
した環境教育事業や、環境教育の支援を行う。

環境副読本配付回数
【回】

環境月間（6月）に、市立小学校4年生に向けて、環境副読本「みん
なの環境」（福岡県作成）の配付を行った。令和2年度より、全小
中学校にタブレット端末が導入されているため、電子データ媒体で
配付を行った。

市内における副読本の活用状況について把握を行えていない。

5  達成（100%)

配付した環境副読本の活用状況に関するアンケート調査等の実施を検討

身近な環境問題や活動に関心をもってもらうため、エコ
スタいいづか（環境教育推進大会）において、市民・団
体等が日頃行っている環境保全活動を広く周知するとと
もに、様々な体験を通して環境保全活動を推進させる。

エコスタいいづかへの来
場者数
【人】

3ヵ年実施計画

次年度以降の改善策

次年度以降の改善策

4 3 3 - 2
小中学校における環
境保全活動の推進

環境整備課 活動発表学校数
【校】

3ヵ年実施計画

令和5年2月11日に開催するエコスタいいづかにおいて、計8校の小
中学校が日ごろから取り組んでいる環境保全活動について、パネル
展示による発表を行った。
イベント当日は、延1,100名（関係者含む）が来場し、日ごろから
取り組んでいる環境保全活動について、広く周知を行った。

代表校長会を通じて、市内小中学校に対して環境保全活動発表の募
集を行っているが、自発的に参加意思を表明する学校が少なく、直
接声掛けを行っている。
会場スペースの都合上、今回の参加団体数が最大限と思われる。

4  50%以上達成

各小中学校にイベント内容がより詳細に伝わるよう、募集時の資料を充実させる。
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